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配偶者等からの暴力について 

配偶者（またはパートナー・恋人）がいる（または以前にいた）方のみ回答 

 配偶者等から暴力を受けた経験についてみると、いずれの項目も「全くない」が大多数である

が、全体で「何度もあった」、「１，２度あった」を合わせた被害経験の割合は、「⑧大声でどなる」

（33.8％）が最も高く、以下「⑨人格を否定するような暴言を吐く」（23.1％）、「⑥何を言っても

長時間無視し続ける」（21.5％）と続いている。 

 性別にみると、いずれの項目も女性の方が男性よりも被害経験の割合が高くなっているが、特

に身体的暴力（①～⑤）、人格否定（⑨）、及び性的暴力（⑫～⑮）においてその差が顕著となっ

ている。一方、その差が最も少ないのは「⑥何を言っても長時間無視し続ける」であった。 

問１６．あなたは今までに、配偶者（またはパートナー・恋人）から以下のような

暴力（ドメスティック・バイオレンス※）を受けたことがありますか。 

    （○印はそれぞれ１つずつ） 

1.2%

1.9%

0.3%

0.9%

1.1%

0.5%

95.9%

94.3%

97.9%

2.0%

2.7%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

②身体を傷つける可能性のあるもので殴る

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

「平成 28 年度 大野城市男女共同参画市民意識調査」報告書より 抜粋 

4.3%

5.9%

2.4%

10.7%

12.6%

8.2%

83.8%

80.0%

88.7%

1.2%

1.5%

0.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

①素手で殴る・たたく、足で蹴る

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答
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2.0%

3.4%

0.3%

2.7%

3.8%

1.1%

93.2%

90.1%

97.4%

2.0%

2.7%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

③打ち身や擦り傷などのケガを負わせる

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

3.3%

5.5%

0.5%

6.2%

6.5%

6.3%

87.8%

84.7%

91.0%

2.7%

3.2%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑤殴る（蹴る）ふりをしておどす

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

1.9%

3.2%

0.3%

7.7%

8.0%

6.9%

88.0%

85.9%

91.3%

2.4%

2.9%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

④相手に向かって物を投げつける

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答
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6.2%

6.9%

5.5%

15.3%

15.5%

14.5%

75.7%

74.4%

77.8%

2.8%

3.2%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑥何を言っても長時間無視し続ける

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

1.8%

2.5%

0.8%

4.3%

5.5%

2.6%

91.5%

89.1%

94.7%

2.4%

2.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑦大切にしている物をわざと壊す・捨てる

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

12.5%

16.2%

7.1%

21.3%

22.1%

20.8%

64.7%

60.3%

70.7%

1.4%

1.3%

1.3%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑧大声でどなる

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答
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8.7%

13.0%

2.9%

14.4%

16.2%

11.6%

75.6%

69.7%

83.6%

1.4%

1.1%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑨人格を否定するような暴言を吐く

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

4.5%

6.9%

1.1%

8.5%

9.9%

6.1%

84.8%

80.7%

90.8%

2.3%

2.5%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑩ドアや壁を蹴る、壁に物を投げるなどしておどす

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

1.7%

2.7%

0.5%

2.3%

3.1%

1.3%

93.4%

91.2%

96.0%

2.7%

3.1%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑪つきまとう、待ち伏せする

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答
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3.0%

5.3%

0.0%

3.5%

5.2%

1.3%

90.8%

86.5%

96.3%

2.7%

3.1%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑫嫌がっているのに性的な行為を強要する

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

0.3%

0.6%

0.0%

1.2%

1.7%

0.5%

95.6%

94.3%

97.4%

2.9%

3.4%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑬嫌がっているのにアダルトビデオやポルノ雑誌を見せる

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

2.1%

3.6%

0.0%

2.6%

4.4%

0.3%

91.6%

87.6%

97.1%

3.6%

4.4%

2.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑭避妊に協力しない

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答
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2.4%

3.8%

0.3%

1.7%

2.5%

0.8%

93.6%

90.8%

97.1%

2.4%

2.9%

1.8%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑯生活費を渡さない

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

0.1%

0.2%

0.0%

0.6%

1.0%

0.0%

95.8%

94.5%

97.6%

3.4%

4.4%

2.4%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑮中絶を強要する

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答

1.9%

2.3%

1.6%

4.4%

5.5%

2.6%

90.6%

88.4%

93.7%

3.1%

3.8%

2.1%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

全体（平成28年度）

N=933

女性（平成28年度）

n=524

男性（平成28年度）

n=379

⑰相手の交友関係や、携帯電話・メールなどをチェックする

何度もあった 1、2回あった 全くない 無回答
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問１６で１つでも「何度もあった」「１，２回あった」とお答えの方が回答 

男女とも「何もしていない」と回答した割合が最も高く、かつ過去２回の調査と比較して最高

となった（男性 87.8％、女性 51.6％）。性別にみると、何らかの対応をした人の割合は男性より

女性のほうが高く、「身内や友人・知人に相談した」と回答した割合は、男性が 3.4％に対し、女

性が 23.7％と大きな違いがみられる。 

問１６－１．あなたは、その後どのように対応しましたか。（○印はいくつでも） 

37.3%

8.3%

0.5%

7.3%

3.6%

0.0%

9.3%

1.6%

32.1%

42.7%

8.4%

2.9%

3.8%

5.9%

0.0%

4.2%

3.8%

28.5%

51.6%

5.5%

1.0%

4.5%

6.5%

0.3%

4.9%

1.9%

23.7%

0% 20% 40% 60%

何もしていない

その他

警察に通報した

病院に行った

配偶者（パートナー）と別居した

行政機関の保護施設・民間のシェルター

などに一時的に避難した

身内や友人・知人の家に一時的に避難した

行政機関や民間カウンセラーなどに相談した

身内や友人・知人に相談した

パートナー等から暴力を受けた後の対応（女性）

平成28年度 平成23年度 平成18年度
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73.9%

10.1%

1.4%

2.9%

1.4%

0.0%

4.3%

0.0%

5.8%

79.0%

9.0%

1.0%

0.0%

2.0%

0.0%

1.0%

0.0%

8.0%

87.8%

4.7%

0.0%

0.7%

1.4%

0.7%

0.7%

0.7%

3.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

何もしていない

その他

警察に通報した

病院に行った

配偶者（パートナー）と別居した

行政機関の保護施設・民間のシェルター

などに一時的に避難した

身内や友人・知人の家に一時的に避難した

行政機関や民間カウンセラーなどに相談した

身内や友人・知人に相談した

パートナー等から暴力を受けた後の対応（男性）

平成28年度 平成23年度 平成18年度
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男女とも「相談するほどのことではないと思ったから」（女性 44.3％、男性 54.4％）、「自分に

悪いところがあると思ったから」（女性 11.5％、男性 20.0％）、「自分さえ我慢すれば、このまま

何とかやっていくことができると思ったから」（女性 11.9％、男性 9.4％）の３項目を回答した割

合が高くなっている。

問１６－２．あなたが、何もしなかったのはなぜですか。（○印はいくつでも） 

44.3%

2.4%

9.5%

5.1%

4.3%

4.0%

11.5%

11.9%

2.0%

1.2%

0.4%

3.6%

0.0%

54.4%

1.7%

2.8%

2.8%

1.7%

2.2%

20.0%

9.4%

0.6%

0.6%

0.0%

3.3%

0.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

相談するほどのことではないと思ったから

誰（どこ）に相談してよいのかわからなかったから

相談しても無駄だと思ったから

恥ずかしくて誰にも言えなかったから

世間体が悪いから

他人を巻き込みたくないから

自分に悪いところがあると思ったから

自分さえ我慢すれば、このまま何とかやっていくこ

とができると思ったから

思い出したくないから

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、もっと

ひどい暴力を受けると思ったから

相談窓口の担当者の言動により、不快な思いをす

ると思ったから

その他

無回答

暴力を受けた後、何もしなかった理由（男女別）

女性 男性

相談窓口の担当者の言動により、 
不快な思いをすると思ったから 

相談したことがわかると、仕返しを受けたり、 
もっとひどい暴力を受けると思ったから

自分さえ我慢すれば、このまま何とか 
やっていくことができると思ったから 
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「知っている」と回答した割合は、全体で 69.4％であった。また、性別でみると、「知って

いる」と回答した割合が女性のほうが男性よりも 5.7 ポイント高く、「知らない」と回答した割

合は男性のほうが女性より 4.7ポイント高かった。 

問１７．あなたは、配偶者（またはパートナー・恋人）からの暴力（ドメスティック・

バイオレンス）の被害者のために、行政や民間の様々な相談窓口があることを

知っていますか。（○印は１つ） 

66.6%

72.3%

69.4%

22.3%

17.6%

20.0%

11.1%

10.1%

10.6%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

男性(平成28年度)

n=452

女性(平成28年度)

n=584

全体(平成28年度)

N=1069

配偶者からの暴力被害者のための相談窓口があることを知っているか

知っている 知らない 無回答
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セクシュアル・ハラスメント（セクハラ）について 

 過去１年間のセクシュアル・ハラスメントの被害経験についてみると、男女とも「セクハラを

受けたことがない」との回答がほとんどであるが（男性 81.2％、女性 80.8％）、男性は 1.3％、

女性は 8.2％が「セクハラを受けたことがある」と回答している。また、男性は無回答が 17.5％

である。 

 前回調査と比較すると、顕著な差は見られないが、被害経験について、女性では 20 代、40 代、

60 代で減少し、30代、50 代で増加している。また、男性では 50 代で増加している。 

問１８．あなたは、過去１年間にセクハラを受けたことがありますか。（○印は１つ）

5.2%

1.3%

0.0%

1.3%

1.2%

4.0%

0.0%

1.1%

8.2%

7.8%

13.3%

10.9%

9.1%

2.8%

5.9%

80.7%

81.2%

87.1%

88.2%

84.9%

80.0%

84.6%

67.4%

80.8%

80.4%

76.5%

81.2%

83.6%

85.8%

77.1%

14.0%

17.5%

12.9%

10.5%

14.0%

16.0%

15.4%

31.5%

11.0%

11.8%

10.2%

7.9%

7.3%

11.3%

16.9%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【全体】(N=1,069)

<男性合計>(N=451)

20代(男性) (n=31)

30代(男性) (n=76)

40代(男性) (n=86)

50代(男性) (n=75)

60代(男性) (n=91)

70代以上(男性) (n=92)

<女性合計>(N=584)

20代(女性) (n=51)

30代(女性) (n=98)

40代(女性) (n=101)

50代(女性) (n=110)

60代(女性) (n=106)

70代以上(女性) (n=118)

セクハラ被害経験の有無（平成28年度）

セクハラを受けたことがある セクハラを受けたことはない 無回答
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5.1%

1.0%

0.0%

0.0%

2.3%

0.0%

1.7%

1.3%

8.4%

13.7%

7.1%

12.8%

6.8%

4.1%

5.8%

83.7%

86.3%

100.0%

95.0%

95.5%

89.7%

83.1%

72.7%

84.0%

82.4%

85.7%

82.6%

89.0%

87.7%

73.1%

11.2%

12.7%

0.0%

5.0%

2.3%

10.3%

15.3%

26.0%

7.6%

3.9%

7.1%

4.7%

4.1%

8.2%

21.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

【全体】(N=749)

<男性合計>(N=300)

20代(男性) (n=22)

30代(男性) (n=40)

40代(男性) (n=44)

50代(男性) (n=58)

60代(男性) (n=59)

70代以上(男性) (n=77)

<女性合計>(N=419)

20代(女性) (n=51)

30代(女性) (n=84)

40代(女性) (n=86)

50代(女性) (n=73)

60代(女性) (n=73)

70代以上(女性) (n=52)

セクハラ被害経験の有無（平成23年度）

セクハラを受けたことがある セクハラを受けたことはない 無回答
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問１８で「１．セクハラを受けたことがある」とお答えの方が回答 

セクハラの被害内容を尋ねたところ、女性では、「身体や服を触られた」と回答した割合が 

28.7％と最も高く、以下「顔や体形についていろいろ言われた」（25.3％）、「食事やデートにし 

つこく誘われた」（11.5％）と続いている。 

 男性では「顔や体形についていろいろ言われた」（36.4％）、「わいせつな話や性体験を無理に 

聞かされたり、言わされたりした」（36.4%）がともに高い。 

問１８－１．具体的にどのようなことでしたか。次の中からあてはまるものを選んで 

ください。（○印はいくつでも） 

5.7%

7.0%

5.7%

11.5%

4.6%

3.4%

28.7%

4.6%

2.3%

0.0%

1.1%

25.3%

0.0%

0.0%

36.4%

0.0%

0.0%

0.0%

18.2%

0.0%

9.1%

0.0%

0.0%

36.4%

0% 10% 20% 30% 40%

無回答

その他

わいせつな話や性体験を無理に聞かされたり、言わさ

れたりした

食事やデートにしつこく誘われた

ダンスやカラオケのデュエットを強要された

性的関係を要求された

身体や服を触られた

性的な含みのある電話やメール、手紙を送られた

わいせつな画像、映像、写真、雑誌などを見せられた

異性関係や妊娠などの性的なうわさを流された

更衣室やトイレをのぞかれた

顔や体型についていろいろ言われた

セクハラ被害の内容（男女別）

男性（平成28年度）

n=11

女性（平成28年度）

n=87

わいせつな話や性体験を無理に 
聞かされたり、言わされたりした 
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問１８で「１．セクハラを受けたことがある」とお答えの方が回答 

 セクハラを受けた後の対応について尋ねたところ、男女とも「特に何もしなかった」が最も多 

い。何らかの対応をした人の内容では、女性は「相手に直接抗議した」が 21.1％と最も多く、 

以下「身内や友人・知人に相談した」（15.8％）、「職場の上司などに相談した」（12.3％）と続い 

ている。男性も「相手に直接講義した」（25.0％）が最も多く、「身内や友人・知人に相談した」、 

「公的な相談機関や警察、弁護士などに相談した」（ともに 12.5％）と続いている。 

問１８－２．あなたは、その後どのように対応しましたか。（○印はいくつでも） 

5.3%

35.1%

7.0%

3.5%

15.8%

12.3%

21.1%

12.5%

37.5%

0.0%

12.5%

12.5%

0.0%

25.0%

0% 10% 20% 30% 40%

無回答

特になにもしなかった

その他

公的な相談機関や警察、弁護士などに相談した

身内や友人・知人に相談した

職場の上司などに相談した

相手に直接抗議した

セクハラを受けた後の対応（男女別）

男性（平成28年度）

n=8

女性（平成28年度）

n=57
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 女性に対する暴力をなくすために必要な対策をみると、全体では「加害者の処分を厳しくする」

（23.3％）が最も多く、以下「被害者が安心して相談できる窓口を設置する」（16.8％）、「法律・

制度の制定や改定を行う」（12.3％）と続いている。 

 前回調査と比較すると、「被害者を一時的に保護できる施設を整備する」と回答した割合が 3.3

ポイント上昇しており、女性に対する暴力に対して社会的な支援が必要であるという考え方が強

くなっている。 

問１９．ＤＶ（ドメスティック・バイオレンス）やセクハラ、性犯罪などへの関心 

が高まっていますが、このようなことを防止・根絶するための取り組みと 

して、あなたはどのようなことが必要だと思いますか。（○印は３つまで） 

5.7%

0.4%

1.3%

5.8%

10.3%

3.6%

2.2%

5.2%

10.4%

7.6%

18.0%

17.9%

11.6%

2.1%

0.2%

1.4%

5.7%

9.2%

2.2%

1.2%

5.2%

11.0%

8.4%

17.6%

22.7%

13.3%

3.0%

0.3%

1.0%

4.2%

6.9%

2.3%

1.6%

5.8%

10.9%

11.7%

16.8%

23.3%

12.3%

0% 5% 10% 15% 20% 25%

無回答

特に取り組む必要はない

その他

テレビや新聞、インターネットなどのメディア

の倫理規定を強化する

過激で暴力的な内容のビデオソフト、ゲームソ

フトなどの販売や貸出を制限する

企業に対して男女共同参画の啓発を充実させる

地域に対して男女共同参画の啓発を充実させる

学校における男女共同参画や性についての教育

を充実させる

被害者が支援を受けながら自立して生活できる

体制を整える

被害者を一時的に保護できる施設を整備する

被害者が安心して相談できる窓口を設置する

加害者の処分を厳しくする

法律・制度の制定や改正を行う

DV、セクハラ根絶に必要な取り組み

全体（平成28年度） 全体（平成23年度） 全体（平成18年度）

被害者が支援を受けながら自立 
して生活できる体制を整える 

過激で暴力的な内容のビデオソフト、ゲーム 
ソフトなどの販売や貸し出しを制限する 

テレビや新聞、インターネットなどの 
メディアの倫理規定を強化する 

学校における男女共同参画や 
性についての教育を充実させる 


